
第18回全日本知的障害児・者サッカー競技会
にっこにこフェスタ

開催報告書

2025年 10月 19日　開催
2025年 12月 07日　開催

於：東京都　スピアーズえどりくフィールド

スポーツ振興くじ助成事業



第 18 回全日本知的障害児・者サッカー競技会

開催目的

知的障害児 ･ 者が、日常的にスポーツに携わる機会は少なく、また、その中でも未経験者から競技者までとニーズの幅も広い。

このような環境であるから普及の種を蒔き、環境改善及び意識の高揚、地域社会への理解を図ることを目的として、

「誰でも、一人でも、仲間とも、家族とも」楽しめるサッカーを提案する。

【実施状況報告】

大会名　　　　　　第 18 回全日本知的障害児・者サッカー競技会　にっこにこフェスタ

開催期日　　　　　① 2025 年 10 月 19 日 ( 日 )　フィールドスターリーグ及びチャレンジフィールド

　　　　　　　　　② 2025 年 12 月   7 日 ( 日 )　チャンピオンリーグ及びチャレンジフィールド

天候　　　　　　　① 10 月 19 日　曇時々小雨

　　　　　　　　　② 12 月　1 日　晴

開催会場　　　　　スピアーズえどりくフィールド（江戸川区陸上競技場）

参加地域　　　　　1 都 1 府 7 県（参加団体・運営スタッフ）

　　　　　　　　　宮城県・福島県・栃木県・茨城県・埼玉県・東京都・神奈川県・岐阜県・大阪府

参加選手　　　　　団体数　25 団体

　　　　　　　　　　フィールドスターリーグ参加チーム数　 37 チーム　総試合数 58 ゲーム（6 コート）　　　　　　

　　　　　　　　　　チャンピオンリーグ参加チーム数  　　 110 チーム　 総試合数 20 ゲーム（3 コート）

　　　　　　　　　選手数　389 名

　　　　　　　　　個人参加者数　16 組（30 名）

　　　　　　　　　監督・コーチ・引率者　168 名

ボランティア数　　300 名

観戦者数　　　　　325 名

総参加者数　　　　1,212 名

-1-



主　　　催　　認定特定非営利活動法人 トラッソス

主　　　管　　全日本知的障害児・者サッカー競技会実行委員会

後　　　援　　スポーツ庁　　東京都　　江戸川区　　江戸川区教育委員会　　公益社団法人 東京都障害者スポーツ協会

　　　　　　　社会福祉法人 東京都社会福祉協議会　　社会福祉法人 東京都手をつなぐ育成会

協賛・寄付　　株式会社オーエンス　　hummel　　リベラル株式会社　　株式会社伊藤園　　株式会社 D&I

　　　　　　　株式会社アクト・テクニカルサポート　　　株式会社 T.M GP　　有限会社旭栄

　　　　　　　株式会社新建設　　レストラン三橋　　勝木食品工業株式会社　　内海建設株式会社　　

　　　　　　　株式会社 CTA　　株式会社鈴木スポーツ　　桐井電設工業株式会社　　有限会社葛和　

　　　　　　　株式会社ササキスポーツ　　有限会社明和ビルサービス　　NPO 法人愛菜会　　なぎさスポーツクラブ　

　　　　　　　なぎさの会　　有限会社旭栄社会福祉法人江戸川区菜の花の会　　江戸川区手をつなぐ育成会 ( 親の会 )　

　　　　　　　山本陽一　　藤方大　　藤方洋平　　藤方裕介　　藤方健太　　小川さおり　　望月みのり

　　　　　　　安永陽子　　渡邊美香子　　松村明美　　樽野秀子　　渡辺美香子　　手塚陽子　　西園寿美

　　　　　　　小坂記代　　松丸勇　　小佐井友子　　西村美佐子　　笹本美園　　森橋靖子

　　　　　　　　　　　　　　

協　　　力　　江戸川区サッカー連盟　　千葉県知的障がい者サッカー連盟　　タカヤスポーツ株式会社　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　

( 順不同・敬称略 )

( 順不同・敬称略 )

( 順不同・敬称略 )
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競技会を支える 300 名を超える
ボランティアスタッフをご紹介します。

年齢も職業も違う方々が
「皆さんに競技会を笑顔で楽しんでもらおう !」と
御参集くださいました。心からお礼を申し上げます。

スタッフの皆さんも心から“楽しさ”を共有しましょう。

ボランティアスタッフ

第18回全日本知的障害児･者サッカー競技会

柴崎　　圭　　大和　　稜
石井　康之　　倉科　　大
八木　渉吾

株式会社エスエスケイ

西野耕一郎　　鳴海　義一
榎本　久也　　喜多　英博
佐久間賢治　　森　　寛頼　

東京東ロータリークラブ

公認審判員　　　　20名
江戸川区サッカー連盟

西村　　清　　鈴木　均司
塩原　　聡　　塩原　幸香
小山　功介　　馬淵　美子
安田　一恵　　安田　文太
先本賀奈子　　隅山　一臣　　
傳田恵美子　　森本　幸子
八代　和子　　田中　光歩
石井　一弘　　山森　裕子
鶴岡　明美　　鶴岡　隼也
稲井　千草　　稲井　彩乃
戸井田　愛　　中村　亮之　　
幸野　早苗　　幸野　夏希
内木　克親　　内木　美樹
浮田　朋美　　中川　千穂
嶋津　千夏　　嶋津　モク　　
大木　祥代　　松井　基樹
山﨑　洋平　　河井　直人
山口健太郎　　松葉　　貴
富田　浩之　　岩田　怜桜
若林　真充　　山本　　治
田部井洋介　　稲川　貴大
平野将一郎　　太田　　稔
明石　拓也　　高橋　智之
元繁　和馬　　山﨑　友樹
福田　将梧　　田口　優輔
片桐　秀樹　　藤沼　育美
小寺　純子　　吉田　博子
石原　純子　　林　　直美
山本　圭二　　野口　哲央
杉本　聖和　　畑名　里美
馬場　南帆　　熊田　和則
佐藤　紫乃　　佐藤　宏之
中杉　　学　　福田　美歩
石橋　正幸　　藤野佳奈子
東瀬　　宏　　磯部　恭子
井上壮太郎　　吉河　美和
遠藤　光太　　升崎　佳織

一般ボランティア

公認審判員　　　　30名
にっこにこフェスタ

髙雄　優壱　　赤間　悠陸
芳地　　望　　恒吉　泰志
竹内　麻衣　　守矢　　陸
宇田川良人　　鈴木虎太郎
香江　悦子　　幸田知佳帆
津田　真吾

株式会社パソナグループ

黒川　駿哉　　梅本　　晋
石塚　幸恵　

医 師･看 護 師
神田　純一　　角田　美空
明石　夏希　　有賀麻由花
木村明日葉　　卯澤　和花
髙山　陽花　　中野　結菜
杉井　佑州　　竹成　美優
田中　咲羽　　塚田こころ
永瀬　茉央　　中村　優杏
野辺咲耶子　　山﨑　花音
森　　姫香　　木田　愛子
齊藤　俐葉　　林　　恵寧
窪田　真優　　小松﨑　桃
高岡　花梨　　寺田　優桜
石堂　楓果　　遠崎　仁鵬
太田　結月　　岡安　音々
菊池　　満　　瀧口　裕梨
小倉　潮音　　菊原愛寧来
豊岡かのん　　森口　遥加
内原菜乃子　　野添　詩乃

東洋女子高等学校

サッカー部　　　　　15名
江戸川区立松江第五中学校

小野寺　章　　石川　主真
小河原誠治　　土居　誠那
中村　陽喜　　芦田　　碧
大江　拍人　　北澤　利琥
野沢　レン　　木村　光希
菊地　　晴　　島田　悠人
清水　楓登

江戸川区立小松川中学校

福井　陽介　　兒玉　友祐
田代　航大　　大坪　心晴
平本　斗真　　赤瀬　公基
澤村　拓実　　福田　慶人
横尾　駿成　　信澤　凛人
深澤　透和　　関川　颯太

江戸川区立二之江中学校

上埜　翔大　　小川　　輔
寺内　朋之　　中村　亮冴
竹澤　彩登　　欧　　浩辰
長屋克友暉　　長坂　陽平
杉山　博音　　ディアロ ママドゥ アルファ
辻　環太朗　　森田　倖真

江戸川区立南葛西中学校・清新第二中学校清水　　恵
放課後等デイサービス ホイッスル

関口　一葉　　石原　熙季
株式会社トラビエッソ

柴田　昌明　　土屋　大輔
米澤　一郎　　綿谷　辰一
岡本　聖司

(NPO) プラスサッカースクール

袴田　　健　　今泉　燎架
(NPO) レアリサルスポーツクラブ

中町　佑介　　西川　史人
村林明日香　　青木建太郎
小林真貴子　　斎城瑠璃子
尾崎　和帆

株式会社ゼロボード

谷口　亜美　　三瓶　愛莉
小倉　賢人

帝京平成大学

西園　壽美　　井上　満之
星野　　誠　　星野　麻衣
村山太希子　　立田　清嗣
室橋　和子　　樽野　秀子
樽野　夏美　　渡邊美香子
渡邊　崚佑　　森河ひろみ
神長　友弘

なぎさの会

東瀬　早苗　　北條　淳子
荒井　綾子　　荒井　優太
萱沼　恵子　　岡本　徳子
片原　弘子　　片原麻奈実　　
坂口　匡代

たんぽぽの会

岩田　　徹
株式会社アイディアポイント

小澤　猛夫　　一條　智貴
日本住宅無尽株式会社

顧問　藤澤　進一　江戸川区議会議員
会長　吉田　力男　東京都障害者スポーツ協会顧問
委員　山中謙太郎　千葉県知的障害者サッカー連盟理事長
　　　中久喜　泉　FC SERENO
　　　百田　由利　アメッチクラブ
　　　

実 行 委 員 会
委員　（NPO）トラッソス
　　　江木ひかり　　吉澤　昌好
　　　　原　芳枝　　田中　康嗣
　　　橋本　清美　　藤沼　光輝
　　　荻野　敦子　　斎藤　啓子
　　　村林　　裕　　久保田　淳
　　　髙野　昌明
　　　

運営スタッフ



【第 18 回競技会を終えて】
皆さんに支えていただいて 18 回目を

無事に終えることができました
心より感謝いたします

今年も都内及び遠方からもたくさんの団体が参加してくださいました
今年も新規団体を迎えることができたことも

大変嬉しいことです

今年、初日は競技に影響がない程度の小雨が降りました
2 日目は晴天に恵まれた

スポーツ日和の中で実施することができました。
選手も指導者の皆さんもサポーターの皆さんも

笑顔で過ごす時間が多くありました

江戸川区の多大なご理解をいたただき
素晴らしい天然の芝生で、2 日間もサッカーを

楽しむ機会を提供できたのではないかと思っております

皆さんのハツラツとしたプレー、指導者の方々の選手を見守る温かな表情
選手のプレーに笑顔で一喜一憂するサポーターの皆さんの姿

どれをとっても主催者として、心から感動を覚えました

選手の想い、監督 ･ コーチの想い、サポーターの想い
来年へしっかりと繋げられるよう新たに準備をして参ります

そして
競技会を成功に導いてくださったのは

ご協力をいただきました 300 名を超えるボランティアスタッフ
本競技会の趣旨に賛同してくださった企業、団体、個人の方々の支援のお陰です

皆様の温かいご理解とご支援、ご協力があってのことです
心より御礼申し上げます

参加された方々から
「フェスタを楽しみにしている !」「また来年も来ます !」
とお声をいただきましたこと、大変嬉しく思っております

各地に戻られた後に、様々なお話をしていただいているようです
これを受け、今後も知的障がい・発達障がいのある方々、保護者の方々

施設関係者の方々などに向けての
情報発信源の一端を更に担っていきたいと思います

心から楽しみ、感動し合えるサッカーを伝達していくと共に
多くの皆様の笑顔に会えるよう努力を続けてまいります

認定特定非営利活動法人トラッソス

理事長　　江木　ひかり

全日本知的障害児 ･ 者サッカー競技会

実行委員会会長　　吉田　力男

【事業成果】
①江戸川区のご理解のもと、フィールドスターリーグとチャンピオンリーグを別日程で行い（チャレンジフィールドは両日開催）、二日間に渡って

　開催することができました。12 月は、多くの地域住民の方々にもご参加いただき、楽しんでもらうことで啓発につながりました。

②スポーツ振興くじ助成並びに多くの企業や個人の皆様からのご協賛を賜り、開催することができました。限られたボランティアスタッフのご協

　力のもと、開催することができました。

③フィールドスターリーグ専門審判員は、群馬県内で講習会を行うと共に、オンライン講習会や実技研修を繰り返し行い、審判員として活躍して

　いました。また、知的障がい・発達障がいのある FC トラッソスの選手 4 名が審判員としてチャレンジすることができました。

④江戸川区サッカー連盟より審判員が参加してくださり、ジャッジだけではなく、ゲームディレクターとしてご活躍いただきました。また、　選手

　に優しくルールを教える場面もあり、微笑ましいゲーム進行となりました。
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【参加者の声】

○顔なじみになった他チームの選手・関係者と再会できるのが楽しみの一つ。ボランティアスタッフの方々から声をかけて

　もらったり、チャレンジフィールドで応援してもらったりすることは選手達の励みになります。日常にはない試合の緊張

　感を経験する特別な 1 日になりました。

　行きのバス車内で各選手から目標（たくさん動く、パスを回してゴールする、シュートをする、ゴールを守る等々）を発

　表してもらい、帰りのバス車内で達成度を話してもらいました。チーム全体の目標は１ケガしない２楽しむ、おまけ試合

　に勝つ。チームの目標と個人の目標は達成しましたが、おまけの目標は次回達成できればいいかな、と。

○当クラブの選手達は江木理事長から表彰されるのが好きなようで、恐らく江木理事長の優しく暖かみのある表彰の発声が

　好きな様子。進行の都合上、別の表彰台になる可能性もあったが、無事に江木理事長に表彰されると、お母さんのひとり

　が「やっぱり江木さんじゃないとしまらないわよね」と笑顔で呟いていた。

◯ 3 回目の参加となりましたが、毎回、のんびりとした空気感で雰囲気の良い大会だと思います。レフェリーやスタッフさ

　ん並びにボランティアの皆さんが心地よい雰囲気を作ってくださっているのだなと感じています。

◯後日練習に参加した際、にっこにこフェスタ当日同行していたチームの選手が、来年もにっこにこフェスタに参加する！、

　と声をかけてきたことがありました。とても楽しかったのだろうなと感じました。大きなグラウンドで、沢山の選手が集

　まって試合ができるのは、とても貴重な機会だと思います。

◯試合の後に「楽しかった ! また試合やりたい」と言ってる子がいてそのまわりの子も「試合楽しかった」って笑顔で言っ

　ていたこと。

【にっこにこフェスタ専門審判員のエピソード】

☆たくさんのエピソードが有りましたが、特に印象に残ったのは、なかなか競技に参加しにくい選手がいて、私の近くのタッ

　チラインからボールが出たとき、私がベンチに向かい、スローインする？と声かけたら笑顔でその選手が寄ってきてスロー

　インをしていました。そこからはスローイン要員として活躍していて楽しそうでした

☆今回は、見習うべき中学生ボランティアがいたのが一番の印象です。

　先にすべての試合が終わっていたため、D コートの最終試合をみていたのですが、どちらのチームの得点も自分のチーム

　のごとく、飛び跳ねて大喜びしているボールパーソンの女の子がいました。ボールが外に出たときも待っていたかのごと

　く全力で拾い行き、戻ってきてはまた応援して、楽しむとはこういうことだと最後に気づかされました。該当の学校には

　お礼を伝えていただきたいぐらいです。

☆何度も参加させていただいていますが、今回初めて複数回、グリーンカードを提示させていただく試合の笛を吹かせてい

　ただきました。一つ目はボールが当たって倒れてしまった選手に相手チームの選手が声かけを行なって立たせてあげると

　いうシーンでした。相手の選手を思ってくれていたので、いいシーンだと思いました。二つ目はあまりスローイングがう

　まくできない選手で、1 度目は失敗してしまい、2 度目も同様な結果になってしまいました。そこでもう一回チャレンジ

　してもらおうと選手に声をかけ、相手チームのベンチにも「もう一回、大丈夫ですか」と確認したところ心良く OK して

　くれました。次のスローイングは上手くいって、私も相手チームのベンチからも拍手がおきていました。この姿勢に対し

　てグリーンカードを提示させていただきました。その選手はその後にもスローイングの機会があり、上手にスローイング

　ができていました。この試合は両チームとも選手もベンチも相手をリスペクトする姿勢が見られて心地よいゲームでした。

　その姿勢に対してもグリーンカードを提示させてもらいした。またこのような試合に立ち会いたいと思う素敵なゲームで

　した。
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フィールドスターリーグ結果（10/19）



【フィルドスターリーグの様子】

-7-



【フィールドスターリーグの様子】
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チャンピオンリーグ結果（12/7）



【チャンピオンリーグの様子】
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【チャンピオンリーグの様子】
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【チャレンジフィールドの様子】
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【チャレンジフィールドの様子】
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【スタッフの様子】
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